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公開道徳教室で「論語素読」に挑戦しました
神宝⼩学校４年⽣のみなさん

寒さが⼀段と⾝にしみた、２月８日神宝⼩
学校４年２組の道徳教室で「論語素読」の
授業が⾏われました。

「⼦供たちに論語を読ませたい！」、東久留
⽶論語素読の会代表、⽐田井さんのかねて
よりの希望が、昆校⻑のご配慮があり実現し
たものです。

「本来⼈間が持っている⼼を、そのままに育ま
せてあげたい」それには論語を⼤きな声で読
むこと！

⽐田井さんの授業が始まりました。

市⺠レポ－タ－ 球歩

とても印象的なスタ－トでした。

穏やかな⼝調で「今日でも昨日でも
１週間前にでも、ありがとう！と友達
に⾔われた⼈いますか？」

こんなにいました。

すかさず「その時皆さんは、どのような
気持になったでしょうか？」

”うれしかった・・”との反応に

「そのような気持ちを是非⼼にしみこ
ませておいて欲しい」

続いて先生は、「今日、うそをつかな
かった⼈、いますか・・？」などと、聞い
ていきます。

このようなやり取りで、きっと素直な気
持ちになれたのでしょう、渡された論
語教材に⽬がくぎずけです。

なにが書かれているのだろう・・・

内容が理解できようができまいがかま
いません！

⼤きな声での唱和が始まりました。

驚きました・・・

全員教材を真正面にもって、⼤きな
声で先生の後に続きました。

とても⾃然に・・・

事前の打ち合わせも、先生の説明も
特にはありません。

５つの話の唱和が続きます。

それが終わると、先生は「⾃分の好き
な話を読みたい⼈！」と呼びかけまし
た。

次の３⼈のシャンとした姿勢を⾒てく
ださい。

論語のチカラとでもいうのでしょうか、
教えられることもなく、この通りです！

”⼦いわく、学びて時にこれを習う。亦
よろこばしからずや”

”⼦いわく、性相（せいあい）近し。
習い 相遠（あいとお）し”

--＞生まれた時は、みんな同じだけ
ど、どうして成⻑するにつれ違ってくる
のだろう・・・

”⼦いわく、学びて思わざれば、すなわ
ちくらく、思いて学ばざれば 則ちあや
うし”

担任の⼩⻄先生も、⼤きな声を出し
て、読んでいます。

”⼦曰く、⼈の⼰を知らざることを患え
ず。⼈を知らざることを患う”

時間が許せば、きっと全員、⽴って読
んだのではないでしょうか！

「声を出して読んでみて、どんな気持
ちになりましたか？」に

⼀⻫に”気持ちいい！！”

しかし、やはり馴れぬこと・・・

息抜きの体操にホットしました。

常に”こころ”は真中においてください、
それが「忠」です、「おもいやり」なので
す。

優しい先生のまなざしが、みんなに向
きます。

⾃分が楽しくなるためには・・ね。

寝るときに、「明日はいいことがある
よ！」と良いことを思い浮かべる習慣
をつけるといいよ！

「なんでもプラスに、上を⾒るようにし
ましょう」

「恥」をかくことはいいことなんですよ！

「恥」をかいたら「努⼒」するようになる
じゃないですか？

そして、「⼼」のついた漢字を調べてみ
てください。

何か共通のことがないか、意味も考え
てみてください！

たった４５分の授業でした、決してす
べて意味がわかったとも思えません。

しかしたとえ短い時間でも、みんなの
気持ちを「素直」にしたような気がしま
す。

「感想に対して、先生の返事がほし
い！」多くの声がありました。

「もちろん読んで返事しますっ！」

もっと多くの⼦供たちに、今日のような
「時間」をあげたいものです。

「論語」という本物の素晴らしさを強く
思いました。

なにより、⽐田井先生の⼦供たちの
将来を⼼より思われている姿が、みん
なを更に素直にしたのだと思います。

第３代⽬神宝⼩学校⻑の上條⽒
です。

いつも招待を受けるそうです。

道徳教室の復活に⼼から喜ばれてい
ました。

現在の、昆校⻑は１０代⽬です。

（写真は関係者、ご本⼈の了解を
得ております）
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